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５万分の１地質図幅 
説   明   書 

 

北海道立地下資源調査所 

技術員  国府谷 盛 明 

嘱  託  小 林 武 彦 

同     金   喆 祐 

同     河 内 晋 平 

は し が き 

この図幅は，昭和37年から39年にかけて行なった，野外調査の結果をとりまとめ 

たものである。 

この地域は，既刊の大雪山地質図幅に南接し，大雪山地質図幅とともに，大雪火山 

群からなる山岳地域である。近年，大雪国立公園として，脚光を浴び，交通の便も比 

較的よくなってきたが，大部分が急峻な山岳地帯であるため，地質調査にあたっては， 

すべてテントを使用しなければならなかった。大雪火山群は，大雪山から十勝岳に至 

る広大な地域を占めているので，地形的な制約もあり，多くの問題が未解決のまま残 

されているが，大雪火山群の北部についてできるだけ，総括的にのべる。 

野外調査にあたっては，図幅西部のカウンナイ川周辺を金が，東北部および全域に 

ついて小林が，旭岳西部を河内がそれぞれ分担し，国府谷が，ほぼ全域にわたって調 

査した。また，松井公平
＊

，野地保正
＊＊

面氏の協力，援助を受けた。報告に先きだち，こ 

れらの諸氏や，野外調査に際し，いろいろと便宜をはかっていただいた上川町役場の 

多くの方々に謝意を表する。 

Ⅰ 位置および交通  

この図幅は，北緯43ﾟ30′～43ﾟ40′，東経142ﾟ50′～143ﾟ00′に位置し，北海道のほぼ 

 
＊  北海道立地下資源調査所研究職員 
＊＊ 北海道開発局土木試験所（調査当時は北大大学院） 

旭   岳 （網走―第 54 号） 



－ 2 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 位  置  図  

中央部にあたっている。行政上は，上川郡上川町，東川町，美瑛町，新得町に属して 

いる。 

全域が山岳地帯であり，一般の部落は全くない。交通は，旭川より忠別川にそって 

天人峡温泉および湧駒別温泉に至るバス，層雲峡温泉から石狩川の支流，ヤンベタッ 

プ川に沿って，高原温泉に至るバスが通じているだけである。また，道路はヌタクヤ 

ンベツ川まで林道があるだけで，ほかはすべて山道のみで，交通の便は悪い。 

Ⅱ 地   形 

この地域の地形を概括的にみると，大雪火山群とこれらの基盤を構成している地域， 

石狩川に沿って発達する平坦な地形とに分けることができる。 

大雪火山の基盤は，西部と東部にみられるだけである。西部は，カウンナイプロピ 

ライトで構成されている。また，東南部は粘板岩で構成されている。いずれも，大雪 
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第２図 切 峯 面 図  
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火山にくらべ，急峻な山岳地形を呈している。とくに東南部の粘板岩で構成されてい 

る地域は，ほかの地域にくらべて，沢はこまかく発達し，稜線もせまく，東北東から西 

南西にのびる稜線が顕著に発達している。この稜線は切峯面図にもみられるように， 

北から西南に，大雪火山弧にそって，弧状に発達している。 

火山地形としては，平坦な山稜を形成する熔岩流の地形，ドーム状の地形，成層火 

山の地形に分けることができる。 

平坦な熔岩台地状の地形は，この地域の大半を占めているものである。これらの代 

表的な地形は，高根ヶ原，黄金ヶ原，五色ヶ原などにみられる。これらの地域では， 

平坦で，山稜の幅も広い。高根ヶ原，五色ヶ原などでは，水平距離 2 kmで，標高差 

200m前後のゆるい傾斜の平坦さである。このように緩傾斜の平坦面を形成している 

が，熔岩流の末端部では急な崖を形成している。 

ドーム状の地形を呈しているものは，白雲岳，トムラウシ岳などに代表される。い 

ずれも，一見ドーム状の形態をしめしているが，大雪山地質図幅でものべたように， 

粘性の高い熔岩流で形成されたものである。とくにトムラウシ岳では，後にのべるよ 

うに，東側に多量に熔岩流を流した地形が認められる。 

成層火山としては，旭岳があげられる。旭岳は，両側に口を開いた馬蹄形の火口を 

持つ截頭円錐形を呈している。東および北側は，他の山にさえぎられ，裾野の発達は 

よくないが，西および南には裾野が広く発達し，浅い放射状谷が発達している。ま 

た，西側には多量に熔岩を流出しており，とくに，湧駒別川にそって流下した熔岩流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３図 ト  ム  ラ  ウ  シ  岳  



－ 5 － 

は，両側が堤状に高くなり，そのうちがわは，不規則な階段状の凹凸が発達し，熔岩 

流の地形をよく残している。 

これらの火山地形とは別に，図幅の東北部には，石狩川に沿って平坦な地形が発達 

している。これらは，白陽平層，第１，第３段丘堆積物などで構成される面であるが， 

この地形については，それぞれの地質の項で詳述する。 

また，大雪火山群は，標高1,700mをこえており，各所に氷地形および周氷河地 

形とみられるものが発達している。その代表的なものについては，地質図上にも記載 

した。氷地形および周氷河地形については，項を別に詳述する。 

このほか，特徴的な地形としては，高根ヶ原の東側にみられる，地り地形である。 

ここでは，大きな岩塊が，何段にもり，地形図上では，不規則な等高線で示されて 

いる。それぞれの地り塊の背後には，小湖沼が多数にみられる。 

Ⅲ 地質概要  

この地域を構成している地層は，先第三紀に属する日高累層群と新第三紀中新世に 

属する，火山岩類および堆積物，さらに，これらをおおって発達した大雪火山群を構 

成する多くの熔岩が大部分を占めている。このほか，第四紀に属する，新しい堆積物 

が若干分布している。 

先第三紀に属する地層は，日高累層群である。この地域の日高累層群は，主として 

粘板岩で構成されている。分布は，図幅の東南部にわずかにみられるだけで，この地 

域間では，構造を明らかにするまでにはいたっていない。 

新第三紀に属すると考えられる地層は，大半が火山岩類によって構成されているの 

で，その時期を明確にすることはできないが，岩質，分布などから隣接地域の地層と 

対比した。 

この時期に属するものは，カウンナイ川を中心に西部に分布している，カウンナイ 

プロピライトと東北部のヤンベタップ川周辺に発達している，ヤンベタップ層である。 

カウンナイプロピライトは，一種の複合火成岩体で，石英粗面岩質プロピライトか 

ら玄武岩質プロピライトまで岩質が変化し，一部には完晶質岩をもともなっている。 

ヤンベタップ層は，いちじるしく珪化作用を受けた熔結凝灰岩を主体とし，わずか 

に泥岩層や砂岩層をともなう。いずれも，東に隣接する石狩岳地質図幅の東高地層に 

対比されるものである。 
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第１表 模 式 柱 状 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鮮新世に属するものは，トムラウシ川熔結凝灰岩，ユニ石狩熔岩である。トムラウシ 

熔結凝灰岩は，この図幅の東南部から，南に隣接する十勝川上流地質図幅に広く分布 

している，石英粗面岩質安山岩である。 
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ユニ石狩熔岩は，この図幅の東北部から大雪山地質図幅，石狩岳地質図幅域に広く 

分布している。しそ輝石普通輝石安山岩である。 

そのほかの火山岩類は，大雪火山の形成に関連した熔岩であり，一部は鮮新世に属 

するものと考えられるものがあるが，時代区分を明確にすることが困難なので，大 

雪火山群の形成時期に合わせて説明することにした。 

大雪火山の形成史は， 

Ⅰ）大雪火山群の基底の形成期 

Ⅱ）古大雪火山の形成に関連する時期 

Ⅲ）新大雪火山の形成期 

Ⅳ）旭岳火山の形成期 

の４期に分けられる。このうちⅠ）は鮮新世～更新世に属し，第Ⅳ期以降が，ほぼ現 

世に属すると考えられる。 

第Ⅰ期に属するものは，美瑛下部熔岩，黄金ヶ原下部熔岩，沼ノ原熔岩，化雲岳熔 

岩，緑岳下部熔岩，風忠別岳熔岩，黄金ヶ原熔岩，忠別岳熔岩，高根ヶ原熔岩などで 

ある。これらの熔岩はいずれも複輝石安山岩で，板状節理が発達している。広域に分 

布し，平坦な熔岩台地を形成している点に特徴がある。これらの熔岩のうち，忠別岳 

熔岩では，逆滞磁していることが報告されており，恐らく鮮新世に属するものと考え 

られる。これらの熔岩は，いわゆる flat lava と呼ばれている型のものである。 

第Ⅰ期に属するものとしては，古大雪熔岩，後旭岳熔岩，白雲岳熔岩，トムラウシ 

第１，第２熔岩である。いずれの熔岩も，大きい斑晶の角閃石をもっている点に特徴 

のある安山岩である。 

第Ⅲ期に属するものとしては，層雲峡熔結凝灰岩，熊ヶ岳熔岩，トムラウシ第３熔 

岩などである。 

第Ⅳ期に属するものとしては，旭岳火山を形成するいろいろの熔岩であり，旭岳第 

１～第４熔岩および旭岳火山砕物である。これらは，いずれも層雲峡熔結凝灰岩を 

不整合におおうものである。 

このほか，堆積物としては，第四紀更新世に属する，第１段丘堆積物，白陽平層， 

第３段丘堆積物が，それぞれ，石狩川にそう低地に発達している。 

Ⅳ 先第三紀の地層  
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この地域に発達している，先第三紀の地層は，日高累層群に属する地層で，下部日 

高層である。 

Ⅳ.１ 下部日高層  

石狩川の上流部および図幅の東南部のヌプントムラウシ川上流に分布しており，沼 

ノ原から石狩岳の稜線では，標高1,300mの高さまで分布している。この地域では， 

主として粘板岩で構成されている。この粘板岩は，東側の石狩岳地質図幅における下 

部日高層に対比することができるので，下部日高層とした。また，南接する十勝川上 

流地質図幅では，ニペソツ層とされているものである。 

この地域における下部日高層は，大部分が黒色，緻密で，板状の劈開の発達した粘 

板岩である。一部には，暗灰色の砂岩層をともなっている。 

Ⅴ 新第三紀中新世の地層および岩石  

この地域に発達している新第三紀中新世に属すると考えられる地層のうち，正常堆 

積物をともなうものは，ヤンベタップ層の一部だけである。他は，すべて火山岩類で 

ある。ヤンベタップ層の正常堆積岩相のなかからは，化石など時代を指示するものは 

みつかっていないので，これらの地層や岩石の正確な時代を直接決めることはできな 

い。岩質や分布などから，隣接図幅との対比で，石狩岳地質図幅の東高地層と対比し 

た。カウンナイ・プロピライトとヤンベタップ層との関係については十分にわかって 

いないが，カウンナイ・プロピライトは，ヤンベタップ層の下部と考えられる。 

Ⅴ.１ カウンナイ・プロピライト 

カウンナイ・プロピライトは，忠別川流域，カウンナイ川流域，辺別川流域，美瑛 

川上流に分布している。このほか，東部のヤンベタップ層の下部にみられるプロピラ 

イトもこの地層に含めた。 

カウンナイ・プロピライトは，岩相がいちじるしく変化し，石英粗面岩質のものか 

ら，玄武岩質のものまでみられ，さらに完晶質岩をもともなっている。一種の複合火 

成岩体を形成している。大雪火山の噴出物に広くおおわれているので，露頭は忠別 

川，カウンナイ川，辺別川など川岸にだけに限られているとともに，鉱化作用の影響 

など受けているので，各構成岩相の分布，構造など，十分に明らかにできない。した 

がって地質図上では，一括して図示した。このプロピライトは，次の各岩質に，大略 

区分することができる。 
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1) 石英粗面岩質プロピライト 

2) 角閃石プロピライト 

3) 石英安山岩質完晶質岩 

4) 玄武岩質プロピライト 

これらの各岩質は，ときに漸移する場合も認められるが，各岩質相互の関係は，ま 

だ十分に明らかにされていない。つぎに，各岩質ごとにのべる。 

Ⅴ.１.１ 石英粗面岩質プロピライト 

この岩質のものは，忠別川上流部，天人峡温泉付近，湧駒別温泉の西南の山稜，カ 

ウンナイ川，辺別川中流部など，広く分布している。岩質も変化に富み，一般には均 

質な石英粗面岩質であるが，流理構造をもつ，流紋岩質のものから，いわゆる，第三 

紀花崗岩と呼ばれる完晶質のものまでみられる。この完晶質岩相のものは，特異な分 

布をしめしているので，石英安山岩質完晶質岩として分けた。 

石英粗面岩質で，流理構造の発達しているものでは，その走向・傾斜は，ほぼ一定 

で，N50ﾟW，80ﾟSW前後である。また，カウンナイ川中流流域では，N10ﾟW，50 

～60ﾟNE方向の顕著な節理の発達するものがみられる。 

一般的に，淡緑色ないし，灰緑色を呈し，緻密堅硬な岩石であるが，カウンナイ中 

流付近では，ところどころが鉱化作用を受けているため，粘土化し，酸化などのヤケ 

を生じている部分が多い。また，辺別川中流では，いちじるしく片状化した部分もみ 

られ，N10ﾟW，70ﾟNE方向の片状構造が発達している。 

顕微鏡下では，一般に斑状組織をしめし，石基部のうねる流理組織をもつものもみ 

られる。 

斑晶鉱物は，石英をのぞき，ほとんどが交代され，緑泥石，絹雲母，方解石および 

緑簾石にかわっている。有色鉱物は，黒雲母と柱状の角閃石であるが，大部分が，緑 

泥石および緑簾石に交代され，形態が残されているだけである。斜長石は，火山岩特 

有の明確な境界をもった累帯構造をしめし，割目や周辺部より曹長石化し，さらに方 

解石と絹雲母に交代されている。石英は新鮮で，結晶周辺部がなめらかな彎曲面をも 

つ，融石英である。 

石基部は，微細な隠微晶質のものから細粒な結晶質のものまでみられるが，大部分 

が緑泥石，方解石および緑簾石に交代されている。鉱化作用を受けているところでは， 

石英および絹雲母が形成され，黄鉄鉱化がいちじるしい。 
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Ⅴ.１.２ 角閃石安山岩質プロピライト 

プロピライトの代表的な岩石で，忠別川上流，カウンナイ川，美瑛川などで，石英粗 

面岩質プロピライトと接して分布するが，相互の関係は明らかでない。この岩石は， 

一般に柱状の角閃石が目立つ緑色ないし濃緑色堅硬な岩石である。分布状態は明らか 

でないが，一部に角礫状あるいは，緑色，黄緑色や赤色のいりまじる雑色角礫状のも 

のも分布している。 

顕微鏡下では，斑晶と石基の区別が明らかな斑状組織で，大部分の岩石がプロピラ 

イト化され，新鮮なものは少ない。斑晶鉱物は，斜長石，角閃石で構成されるが，一 

部に輝石と思われる短柱状のものがみられるが，ほとんど緑泥石および緑簾石に交代 

されているため，識別ができない。斜長石は，曹長石化および方解石に交代されるも 

のが多い。柱状角閃石もまた緑泥石と緑簾石に交代され，大部分仮像となっている。 

微斑晶の構成も斑晶と同様で，ほとんど交代されている。 

石基部は，隠微晶質で緑泥石，緑簾石および針状微細な絹雲母に交代され，黄鉄鉱 

化を受ける場合が多い。 

Ⅴ.１.３ 石英安山岩質完晶質岩 

この岩石は，石英粗面岩質プロピライト中に分布している。産状から２種類のもの 

が区別される。 

ひとつは，石英粗面岩質プロピライトと漸移するもので，忠別川敷島の滝の上流， 

ポンカウンナイ川中流，ポンカウンナイ合流点付近，カウンナイ川中流，辺別川中流 

部などにみられる。この岩石は，斑状完晶質岩で，比較的新鮮な，灰白色ないし灰緑 

色を呈する。斑晶の有色鉱物は，黒雲母と角閃石からなり，緑泥石と緑簾石に交代さ 

れているものが多い。斜長石はいちじるしい累帯構造をしめし，割目や周縁部より曹 

長石化するものがみられる。石英は新鮮でなめらかな結晶輪かくをもつ融石英であ 

る。 

石基部は結晶質で，石英，斜長石，黒雲母と少量の角閃石からなるが，部分的に緑 

泥石，方解石および緑簾石に交代され，識別できないものも認められる。 

このほかのものは，石英粗面岩質プロピライトと明白な境界で接し，岩脈状となる 

もので，カウンナイ川上流部に分布している。 

一般に灰白色中粒堅硬な岩石で，比較的均質新鮮である。 

顕微鏡下では，ほぼ等粒な粒状組織を示し，斜長石，石英，黒雲母および少量の角 
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閃石からなり，部分的に曹長石化，緑泥石化，緑簾石化および方解石化が認められる。 

石英は斑状完晶質岩のものと同様な融石英である。 

これらの完晶質岩は，いわゆる第三紀花崗岩と称されているものに類似している。 

他のプロピライトとは漸移あるいは貫入状の構造をとっているが，河岸の露頭で観察 

されるだけで，正確な分布はまだ明らかでないが，ほぼ南北性のレンズ状に分布する 

ようである。貫入状のものも，ほかのプロピライトと大きな時間的な間はないもの 

と思われる。 

Ⅴ.１.４ 玄武岩質プロピライト 

この岩石は，カウンナイ川上流，下流にみられる。分布状態から岩脈状をなすもの 

と思われる。灰緑色を呈し，緻密な岩石で，斜長石斑晶がいちじるしく認められる。 

顕微鏡下では，石基鉱物がインターサータル組織を示すものから，隠微晶質のもの 

まで認められるが，大部分結晶質である。 

斑晶鉱物および微斑晶鉱物は，斜長石，角閃石および少量の輝石からなる。斜長石 

は，大部分が曹長石と方解石に交代されている。角閃石および輝石は，形状から区別 

されるだけで，ほとんどが緑泥石と緑簾石，方解石に交代されている。 

石基部は細粒オフィティック組織となるものと，隠微晶質のものがみられる。前者 

が，比較的新鮮であるが，隠微晶質のものでは，緑泥石化，針状絹雲母化および方解 

石化が認められる。黄鉄鉱化は少ない。 

これらの岩相とともに，カウンナイ川の支流の一部では，緑色凝灰岩の薄層を介在 

する場合も認められる。 

Ⅴ.２ ヤンベタップ層  

この地層は，図幅東部の石狩川支流，ヤンベタップ川に標式的に発達している。こ 

のほか，ホロカ石狩川，シビナイ川に分布し，標高では，1,300mの高さ付近まで分 

布している。 

大部分が変質した熔結凝灰岩で，上部はこまかい葉理の発達した凝灰質砂岩の互層 

に漸移している。ヤンベタップ川では，下部はプロピライトに接しているが，その関 

係は不明である。 

Ⅴ.２.１ 変質火山岩類 

変質火山岩類の大部分は，熔結凝灰岩起源のものである。ホロカ石狩川，ヤンベタ 

ップ川などに発達している。 
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岩質は，石英安山岩質の熔結凝灰岩で，下部では，濃緑色を呈し，ひじょうに緻密 

で，つぶされて横にのびた軽石片や気泡はほとんど認められない。これに対して，上 

部では，灰緑色～灰緑色を呈し，斑状に緑色部がみられる。一般に粗しょうで軽石 

粒が多い。 

このような岩相部では，とくにあらい柱状節理が発達している。 

顕微鏡下では，斑晶は斜長石，石英からなり，有色鉱物は斑晶としては，黒雲母， 

角閃石がみられるが，すべて外形のみで，緑泥石，方解石，細粒の石英に変質してい 

る。 

石基部は，熔結凝灰岩特有の流理構造，球顆構造をとどめるのみで，ガラス部分の 

多くは，緑泥石化，方解石化している。 

Ⅴ.２.２ 堆積岩相  

ヤンベタップ層の上部にともなうもので，凝灰質砂岩，泥岩の互層である。ホロカ 

石狩川の上流部，シビナイ川上流部に分布している。 

ホロカ石狩川の上流部のものは，全体に粗粒で，砂岩ないし，細粒角礫岩相が卓越 

しており，全体に粗しょうである。これに対し，シビナイ川上流部では，黄色を呈 

する泥岩および砂岩が発達している。 

Ⅵ 新第三紀鮮新世に属する岩石  

新第三紀鮮新世に属すると考えられる岩石は，トムラウシ熔結凝灰岩，ユニ石狩熔 

岩である。そのほか，大雪火山群の基底をつくる，多くの熔岩も，この時期に属する 

が，説明の都合上，ここでは前者だけにした。大雪火山群の基底を形成する多くの熔 

岩とユニ石狩熔岩とは，時代を区分して分ける，積極的な根拠はあまりないが，他の 

熔岩にくらべて，分布地域が，大雪山の東側にひろがっているので，大雪火山群の形 

成に，直接的には関与していないものとして，この項に入れた。 

Ⅵ.１ トムラウシ熔結凝灰岩  

この熔結凝灰岩は，図幅の東南部の石狩川上流クチャンベツ川，トムラウシ川流域 

に広く分布している。さらに，隣接する十勝川上流地質図幅地域に広く分布してい 

る。一部には堆積岩相をともなっている。 

Ⅵ.１.１ 熔結凝灰岩相 

トムラウシ熔結凝灰岩については，十勝川上流地質図幅で詳述されている。同図幅 
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の説明によれば，トノカリ凝灰質砂岩層をはさみ，上下二枚の熔結凝灰岩に分けられ 

る。下部の熔結凝灰岩は，石英粗面岩質のもので，トムラウシ熔結凝灰岩とされ，上 

部のものは，トノカリ凝灰質泥岩層を不整合におおって発達するもので，角閃石安山 

岩質のものである。上は下富良野熔結凝灰岩とされている。 

旭岳図幅域では，トムラウシ川中流部で，一部に堆積岩相をともなう部分もあるが， 

トノカリ凝灰質砂岩層とこの堆積岩相とは，岩質上にも相違があり，また，熔結凝灰 

岩も岩質上には全く相違がない。凝灰質砂層をともなう点は，十勝川上流地質図幅の 

記載と類似しているが，ここでは，上部の下富良野熔結凝灰岩は発達していない。 

トムラウシ熔結凝灰岩は，石英斑晶をともなう，石英粗面岩質熔結凝灰岩である。 

この地域では，全体的には比較的熔結度が低く，とくに上部では，熔結度が低くな 

り，凝灰岩質になる。全体的には均質で，黄色を呈し，やや粗しょうである。トム 

ラウシ川の上流部などでは，いちじるしく温泉化作用を受け粘土化しているところも 

ある。また，この熔結凝灰岩で特徴的な点として，ところにより，いちじるしく多量 

の外来岩片をともなっている場所がある。これらの外来岩片は，大部分が粘板岩であ 

り，少量の砂岩，輝緑岩岩片をともなう。これらの外来岩片は，すべてこの地域の基 

盤を構成する日高累層群に由来するものである。場所により，大部分が外来岩片によ 

って構成されており，あたかも角礫が固結したような外観を呈する部分もある。 

このような，外来岩片を多量にともなう岩相は，クチャンベツ川付近，隣接する十 

勝川上流のヌプントムラウシ温泉の北側，トムラウシ川の上流合流点付近などに限定 

されている。これらの地域は，いずれも，トムラウシ熔結凝灰岩の分布の東限にほぼ 

そっている。この地域では，ほぼ南北性の方向で分布し，十勝川上流では西南方向に 

分布域がひろがっており，この熔結凝灰岩の噴出機構と関連するものと考えられる。 

また，一部には断層が発達している。とくに，トムラウシ川上流の通称地獄と呼ば 

れている温泉付近では，N40ﾟE方向の断層があり，温泉化作用による粘土化がいち 

じるしいので，正確に原岩を確定することはできないが，基盤の粘板岩が，断層に沿 

ってわずかにみられる。また，ヒサゴ沼の東南部では，東西性の小断層が多数発達し 

ている。 

顕微鏡下では，斑晶は，石英，斜長石，有色鉱物として黒雲母よりなる。いずれも 

破砕片で，石英は融形態をしめしている。 

石基は，ガラス片および軽石片よりなり，多少ひきのばされた，無色のガラス片が 
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多く，熔結凝灰岩の特徴をしめしている。 

Ⅵ.１.２ 凝灰質砂層 

すでにのべたように，トムラウシ熔結凝灰岩の上部では，熔結度が低くなり，凝灰 

質になる。一部では，このような無層理の凝灰岩から凝灰質砂層に漸移する。この凝 

灰質砂層の上部では，細かい層理をもった凝灰質砂層となる。トムラウシ川の東側の 

△・ 1,314m付近に発達している。ここでは，十勝川上流のトノカリ凝灰岩のように木 

片，亜炭などはみられず，軟弱な黄灰色を呈する凝灰質砂層である。この砂層を熔結 

凝灰岩が直接おおう現象は観察されていないが，分布では，この砂層は，はさみと考 

えられる。しかし，上部に来ると思われる熔結凝灰岩は岩質上，区別はつかない。同 

質であるため，トムラウシ熔結凝灰岩として一括したが，今後なお検討を要する。 

Ⅵ.２ ユニ石狩熔岩 

ユニ石狩熔岩は，図幅の東部および隣接する，上支湧別，石狩岳の各地質図幅域に 

広く分布している。 

この地域では，日高累層群およびヤンベタップ層を不整合におおって発達している。 

灰色～暗色の緻密な安山岩である。一般に，数cmの厚さの板状節理が発達して 

いる。ところによってはこまかい柱状節理の発達しているところもある。下部には， 

集塊岩をともなうが，岩質はユニ石狩熔岩と同質である。岩質はしそ輝石安山岩であ 

る。 

顕微鏡下では，斜長石は0.3mm～1mmの大きさで，斜長石と輝石が集斑晶状に 

なる。石基は，ハリ基流晶構造をしめし，斜長石，普通輝石，しそ輝石，クリストバ 

ル石が認められる。 

Ⅶ 大雪火山群形成に関連する岩石 

地質概要でのべたように，この説明書では，個々の熔岩流の時代を確定することが 

困難であり，また相互に関連があるので，時代区分とは別に，大雪火山群の形成に関 

連する岩石をまとめて記載することにした。ここでは大雪火山群の形成を次の４期に 

分け，それぞれについてのべる。 

Ⅰ）大雪火山群の基底の形成期 

Ⅱ）古大雪火山の形成期 

Ⅲ）新大雪火山の形成期 
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Ⅳ）旭岳火山の形成期 

Ⅶ.１ 大雪火山群の基底の形成期に属する岩石 

この期に属する岩石は，美瑛下部熔岩，黄金ヶ原下部熔岩，沼ノ原熔岩，緑岳下部 

熔岩，化雲岳熔岩，凡忠別岳熔岩，黄金ヶ原熔岩，忠別岳熔岩，高根ヶ原熔岩の各熔 

岩である。 

いずれも岩質は類似し，ともに平坦な熔岩台地状の地形を呈している。いわゆる 

flat lava あるいは，platy lava と称されている熔岩流に類似している。 

これらの熔岩について，各熔岩の時代を確定することは困難である。忠別岳熔岩に 

ついては，逆滞磁していることがしられ
＊

ていること，岩質，産状がいわゆる flat-lava 

型である点などから，大雪火山群の基底を形成しているこれらの熔岩は，地質図上で 

は，新第三紀鮮新世～第四紀更新世としたが，恐らく，鮮新世末に属するものと考え 

られる。 

Ⅶ.１.１ 美瑛下部熔岩 

この熔岩は，黄金ヶ原の南部から，隣接する十勝川上流のオプタテシケの山稜にか 

けて分布している。カウンナイプロピライトを不整合におおっている。 

暗灰色～黒色で緻密な安山岩であるが，一部では，多孔質なところがある。斑晶は 

やや少ない。下部には同質の集塊岩をともなっている。 

顕微鏡下では，斑晶は斜長石，しそ輝石，普通輝石よりなる。斜長石は，自形～半 

自形を呈し，一部緑泥石化している。しそ輝石は普通輝石の反応縁をもっている。 

石基は，インターサータル構造をしめし，斜長石，クリストバル石，普通輝石，し 

そ輝石よりなり，一部は緑泥石，方解石に変質している。 

Ⅶ.１.２ 黄金ヶ原下部熔岩 

この熔岩は，図幅南部のトムラウシ岳の下部に発達している。十勝川上流地質図幅 

では，美瑛火山上部熔岩として記載されているものがあるが，美瑛火山には，直接関 

係していないので，地名をとり，黄金ヶ原下部熔岩とした。この熔岩は，トムラウシ 

熔結凝灰岩を直接不整合におおっており，トムラウシ熔岩によって不整合におおわれ 

ている。 

黒色を呈し緻密で，板状節理が発達している。下部には，厚い同質の集塊岩をとも 

なっている。 
 
＊ 未公表； 横田・小林による。 
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顕微鏡下では，斑晶は斜長石，しそ輝石，普通輝石からなる。しそ輝石の一部は， 

周辺や劈開にそって，緑泥石化しているものもある。 

石基はインターサータル構造をしめす。 

Ⅶ.１.３ 沼ノ原熔岩 

この熔岩は，図幅東南部の沼ノ原の台地を構成しているもので，見事な平坦面を作 

り，高原性湿地を形成している 

少なくとも２枚の熔岩からなる。暗青灰色を呈し，比較的大きな斑晶の多い部分と， 

ガラス質の多い部分からなり，ガラス質の部分では，球顆をともなうため，一見熔結 

凝灰岩状を呈する。 

顕微鏡下では，斑晶は斜長石，しそ輝石からなり，石基はクリプトクリスタリン構 

造を呈している。 

Ⅶ.１.４ 緑岳下部熔岩 

図幅の北部，緑岳の下部およひヤンベタップ川上流に発達しているもので，下部に 

厚い同質の集塊岩をともなっている。黒色，緻密でややあらい板状節理が発達してい 

る。 

顕微鏡下では，斑晶は斜長石，しそ輝石，普通輝石からなり，斑晶の周辺，劈開に 

そって，緑泥石化しているものがある。 

石基はインターサータル構造をしめしている。 

Ⅶ.１.５ 化雲岳熔岩 

化雲岳から五色ヶ原にかけて広く分布しているもので，少なくとも３枚以上の熔岩 

で構成している。 

暗灰色，緻密な熔岩であるが，上部では，とくに板状の節理が発達している。また， 

化雲岳の付近では変質のいちじるしい部分もみられる。岩質は，含かんらん石しそ輝 

石，普通輝石安山岩であるが，かんらん石はごく少量である。下部の熔岩は比較的粗 

粒な斑晶が多い。 

顕微鏡下では，斑晶は，斜長石，しそ輝石，普通輝石および少量の粒状かんらん石 

からなる。変質のいちじるしいところでは，しそ輝石，普通輝石の周辺，劈開にそっ 

で緑泥石化し，かんらん石は，ほとんど緑泥石化している。 

石基は，ピロタキシティック～ハイアロフィリテック組織を呈している。 

Ⅶ.１.６ 凡忠別岳熔岩 
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凡忠別岳付近から西側の平坦な稜線を形成し，忠別川の二股付近で，深い峡谷を作 

っている熔岩である。 

暗灰色を呈し，緻密な熔岩で，板状節理がよく発達している。岩質は，含かんらん 

石普通輝石しそ輝石安山岩である。 

顕微鏡下では，斑晶は，斜長石，普通輝石，しそ輝石，かんらん石からなっている。 

石基は，ややガラス質でピロタキシテック組織をしめしている。 

Ⅶ.１.７ 黄金ヶ原熔岩 

この熔岩は，図幅西部の黄金ヶ原から硫黄沼にかけて広く分布している熔岩で，カ 

ウンナイ川上流では，少なくとも３枚以上の熔岩で構成され，熔岩流と熔岩流の間に 

は，同質の集塊岩をともなっている。 

暗灰色，緻密な熔岩で，大まかな板状節理が発達している。岩質は，普通輝石しそ 

輝石安山岩であるが，下部の熔岩には極く少量のかんらん石をともなっている。 

Ⅶ.１.８ 忠別岳熔岩 

忠別岳山頂付近からおもに東側に分布している熔岩で，山頂の西側では，少なくと 

も３枚の熔岩からなる。化雲岳熔岩，凡忠別岳熔岩をおおっている。暗灰色を呈し， 

緻密で，比較的大きな斑晶をともなっている。板状の節理が発達している。東側には 

ゆるい傾斜面を形成しているが，西側は急崖を作っている。 

岩質は，しそ輝石普通輝石安山岩である。 

顕微鏡下では，斑晶は斜長石，しそ輝石，普通輝石からなる。石基はややガラス質 

で，インタースティシャル組織である。 

Ⅶ.１.９ 高根ヶ原熔岩 

高根ヶ原の稜線から西側に分布している熔岩で，黒色を呈し，斑晶はひじょうに細 

かい。ごく薄い板状節理がいちじるしく発達していて，片状に理しやすい特徴があ 

る。東側の急崖では，少なくとも２枚の熔岩で構成されている。 

岩質は，普通輝石しそ輝石安山岩である。 

顕微鏡下では，斑晶は一般に小型で，斜長石，普通輝石，しそ輝石よりなる。石基 

はインタースティシアル組織を呈している。 

Ⅶ.２ 古大雪火山の形成期に属する岩石 

第Ⅰ期の活動に属するものは，すでにのべた，平坦な山稜を形成する各種の熔岩を 

基底にして発達した火山で，新大雪火山の形成以前のものである。この時期について 
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は，すでに大雪山地質図幅でのべたように，層雲峡熔結凝灰岩の時代から，上限が確 

定できる。下限については，根拠はないが，一応更新世に属するものと考えられる。 

ただし，この時期に含めた，トムラウシ岳の熔岩は，層雲峡熔結凝灰岩と直接的な関 

係はない。ほかの岩質との類似性および熔岩流の地形から，トムラウシ岳熔岩の一部 

をこの項にふくめた。 

この時期に属するものは，ヤンベタップ集塊岩，古大雪熔岩，白雲岳熔岩，後旭岳 

熔岩，およびトムラウシ岳第１熔岩，第２熔岩である。 

いずれの熔岩も岩質は，よく似ており，特徴として，ひじょうに粗粒な角閃石斑晶 

を有する，角閃石しそ輝石普通輝石安山岩である。第Ⅰ期熔岩で形成された地形とは 

対称的に，山体は急崖をなし，一見ドーム状の地形を呈している。 

Ⅶ.２.１ ヤンベタップ集塊岩 

赤岳の東側から緑岳の下部にかけて発達している。岩質は，古大雪熔岩と同じ，角 

閃石しそ輝石普通輝石安山岩で，20～30cmの礫から，さらに 1m前後の亜角礫で構 

成されている。一部は塊状熔岩となる。古大雪熔岩の前駆的な活動をしめすものであ 

る。 

Ⅶ.２.２ 古大雪熔岩 

古大雪熔岩については，すでに大雪山地質図幅で説明したが，この図幅地域では， 

北部にわずかに分布しているだけである。図幅北部の赤岳から緑岳にかけて分布して 

いる。大雪山地質図幅で，古大雪熔岩を２期に分けて説明したが，この地域の古大雪 

熔岩は，初期の活動に属するものである。 

この地域では，緑岳下部熔岩およびヤンベタップ集塊岩をおおい，白雲岳熔岩，層 

雲峡熔結凝灰岩などにおおわれている。 

岩質は，ひじょうに粗粒な斑晶が多く，とくに角閃石は 1 cmをこえる大型の斑晶 

をともなっている。また，捕獲岩として，外来岩片を多量にともなっている。角閃石 

しそ輝石普通輝石安山岩である。 

顕微鏡下では，斑晶は，斜長石，角閃石，しそ輝石，普通輝石からなり，一般に大 

型の斑晶である。角閃石は，淡緑色～赤色の多色性を示している。ところにより， 

ごく少量の黒雲母や，残斑晶として，かんらん石をともなっている。 

石基は，ハイアロピリティック組織である。 

Ⅶ.２.３ 白雲岳熔岩 
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図幅北部の白雲岳，小白雲岳に分布しているもので，岩質は古大雪熔岩と同じであ 

る。古大雪熔岩をおおい，層雲峡熔結凝灰岩におおわれている。時期的には，古大雪 

熔岩と一連のもので，大雪山地質図幅でのべた後期に属するものである。独立した山 

峯を形成しているので，後旭岳とともに，一応別個の熔岩とした。 

白雲岳熔岩は，白雲岳から小白雲岳にかけて，西南方向に熔岩流を流下させており， 

両側からこの状態はよく観察される。山頂部には，直径約300mのごく小型の爆裂 

火口をもっている。火口壁は比較的よく保存され，原形をとどめている。火口間には， 

層雲峡熔結凝灰岩の下部岩相である，降下軽石が，火口壁の北部をおおって分布して 

いる。 

岩質は，古大雪熔岩と全く同じである。 

Ⅶ.２.４ 後旭岳熔岩 

後旭岳熔岩も，まえにのべた白雲岳の熔岩と同様に，古大雪熔岩の活動期に属する 

ものである。 

山頂部には，直径200mの小火口と思われる地形をとどめている。火口壁は，ほと 

んど破壊され，わずか 

に窪地として残されてい 

るだけである。岩質は， 

古大雪熔岩と同じであ 

る。 

Ⅶ.２.５ トムラウシ 

第１熔岩 

図幅南部のトムラウシ 

岳を構成している熔岩で 

ある。これらの熔岩につ 

いては，地形上では，第 

４図のように区分するこ 

とができるが，地質図上 

には，主な３期に分けて 

塗色した。第１熔岩とし 

たものは，トムラウシ岳 

第４図 トムラウシ熔岩分布図  
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の南部を構成しているもので，全体の基底を構成するものである。山腹斜面は急崖を 

形成しているが，山頂部は比較的平坦である。黄金ヶ原下部熔岩および黄金ヶ原熔岩 

をおおっている。 

岩質は，古大雪熔岩と全く同じで，粗粒な斑晶の多い，角閃石しそ輝石普通輝石安 

山岩である。多量の捕獲岩をともない，捕獲岩のなかには，砂岩や斑栃岩起源と思わ 

れるものが多量にみられる。 

Ⅶ.２.６ トムラウシ第２熔岩 

この熔岩は，トムラウシ第１熔岩の北部に分布しているものである。分布の標高は， 

第１熔岩の分布域よりもむしろ低いが，比較的熔岩流の地形をとどめている部分もあ 

り，全体として第２熔岩としてまとめた。第２熔岩は地形の上では，第４図のように， 

３つに分けることができる。このうち，ヒサゴ沼の南部，・1,848mの北部のものは， 

熔岩流の地形をよくとどめている。 

Ⅶ.３ 新大雪火山の形成期に属する岩石 

この図幅では，この時期に属するものは，層雲峡熔結凝灰岩およびトムラウシ第３ 

熔岩，熊ヶ岳熔岩などである。 

Ⅶ.３.１ 層雲峡熔結凝灰岩 

この地域では，北海岳と白雲岳の鞍部から忠別川にそって分布しているものと，ピ 

ウケナイ沢付近から下流に分布するものとに分けられる。いずれも，現河川によって 

侵された，沢ぞいに分布し，その堆積面は平坦面を形成している。大雪山の上部に 

分布しているものは，下部に降下軽石をともなっているが，山体から離れるにしたが 

い，降下軽石は少なくなる。天人峡付近では，２枚に分けられるところもある。また， 

天人峡付近では，厚く堆積しており，柱状節理がよく発達し，見事な景観を呈してい 

る。また，天人峡の羽衣の滝も，この層雲峡熔結凝灰岩で形成されているものである。 

また，分布の上で，白雲岳火口内に降下軽石を堆積していることは，古大雪熔岩の時 

期を知る一つの手懸りとなると同時に，ひきつづいて，層雲峡熔結凝灰岩の本源をな 

す熱雲は，降下軽石をもたらした爆発にくらべ，むしろ低地を流下するような形態で 

あったことをしめしている。 

層雲峡熔結凝灰岩の形成時期については，すでに大雪山地質図幅でのべたように， 

河岸段丘との関係などから，更新世末のものと考えられる。 

岩質は，暗灰～青灰色を呈する輝石安山岩質のもので，黒色のスコリアをともなっ 
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ているのが特徴である。スコリアの量は，降下軽石と同様に，山頂部に多いが，降下 

軽石にみられるように，急激には減少していない。天人峡付近，カウンナイ川付近の 

熔結凝灰岩中にも，黒色のスコリアは散点してみられる。 

顕微鏡下では，斑晶としては，斜長石，緑色の角閃石，普通輝石をともなっている。 

いずれも破砕片である。 

石基は，無色ガラスが多く，多少ひきのばされた形をしめしている。わずかに色ガ 

ラスもみられ，色ガラス部分では，球顆が発達している。 

Ⅶ.３.２ トムラウシ第３熔岩 

トムラウシ第３熔岩は，トムラウシ岳本峯および前トムラウシ付近に分布している。 

白雲岳熔岩などと同様に，形態はドーム状の地形を呈しているが，熔岩流である。と 

くに，トムラウシ本峯のもの，前トムラウシのものなどは，ともに，トムラウシ川に 

向って，多量の熔岩流を流出している。いずれも岩質は同じで，野外調査では，それ 

ぞれを十分に区分することはできないが，航空写真によると，比較的地形区分するこ 

とができる。第４図は，これらの地形をもとに細分化し，その分布地域をしめしたも 

ので，トムラウシ川に向って，4km以上も舌状に流下していることがわかる。 

トムラウシ岳本峯および，前トムラウシには，それぞれ，火口をともなっている。 

本峯では直径約400mの火口で，地形は比較的よく保存されている。前トムラウシで 

は，火口壁はすでに崩壊し，窪地として残っているだけである。 

岩質は，ほかのトムラウシ熔岩とかわりなく角閃石しそ輝石普通輝石安山岩である。 

Ⅶ.３.３ 熊ヶ岳熔岩 

熊ヶ岳は，新大雪火山の西南に位置し，直径500mの円形の火口を持つ火山であ 

る。この図幅では，北部に，その南麓がわずかにみられるだけである。熊ヶ岳火山に 

ついては，すでに，大雪山地質図幅でその詳細をのべたので，ここでは省略する。 

岩質は，角閃石しそ輝石普通輝石安山岩で，斑晶は粗粒であり，暗灰色を呈する緻 

密な安山岩である。古大雪熔岩と類似しているが，きわめて新鮮であり，古大雪熔岩 

とくらべて，捕獲岩はごく少ない。 

Ⅶ.４ 旭岳火山の形成期に属する岩石 

この時期に属するものは，旭岳を形成するいろいろな熔岩および火山砕物である。 

Ⅶ.４.１ 旭岳火山 

旭岳は図幅の北西部に位置し，新大雪火山の南西部にあたる。標高2,290.3mの高 
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さで，道内の最高峯である。旭岳の北および東側では，熊ヶ岳，後旭岳に接している 

ので，裾野の発達は悪いが，南および西側では，裾野が広く発達し，成層火山特有の 

地形をしめしている。山頂部から西側に口を開いた，爆裂火口をもち，現在も噴気活 

動を行なっている。 

Ⅶ.４.１.１ 旭岳第１熔岩
＊

 

旭岳第１熔岩は，旭岳火山を構成する熔岩のうち，現在観察されるもので，一番古 

いものである。この熔岩は，湧駒別の南にある二見滝で，層雲峡熔結凝灰岩を不整合 

におおっているのが観察される。 

岩質は，黒色を呈し，緻密，堅硬で，2～3mm前後の斜長石斑晶が散点する，普 

通輝石しそ輝石安山岩である。 

顕微鏡下では，斑晶は，斜長石，普通輝石，しそ輝石からなり，ところにより少量 

のかんらん石をともなっている。 

石基は，ハイアロフィリチック組織をしめしている。 

Ⅶ.４.１.２ 旭岳第２熔岩 

山体の西側に広く分布しているが，新期の火山砕物におおわれていて，露頭は少 

ない。沢ぞいや急崖にだけみられる。とくに天女ヶ原付近の急崖は，この熔岩の末端 

部にあたる。岩質は，第１熔岩と変りがない。 

Ⅶ.４.１.３ 旭岳第３熔岩 

この熔岩は，瓢沼付近から，西に細長くのび，ピウケナイ川と湧駒別川の間を流下 

し，隣接する志比内地質図幅の，忠別川とピウケナイ沢との合流点付近まで，およそ 

10km近く流下している。この熔岩は，両側は，やや高く堤防状につらなり，その内 

側は，不規則な階段状の凹凸がみられ，熔岩流の地形をよくとどめている。先端部は 

舌状をしめし，急な崖を形成している。 

流出源は，第２熔岩の末端部にあたる，瓢沼付近の急崖から先は不明になり，追跡 

できない。あたかも，第２熔岩におおわれているかのようであるが，熔岩流の地形か 

らみると，明らかに，第２熔岩より，よく地形をとどめており，新期のものと考えら 

れる。この付近から，火山砕物が厚くおおっているので，地形的な連続をつかむこ 

とができないのか，あるいは，第２熔岩の下部を潜伏し，第２熔岩の末端部の急崖から 
 
＊ 大雪山地質図幅において，旭岳第１および第２熔岩の名称の付け方を間違ったの  
で訂正し，旭岳地質図幅に合わせる。  
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流出したものかもしれない。しかし，いずれにせよ，旭岳の現火口付近から流出した， 

比較的新期のものである。 

岩質は，ほかの熔岩とあまり変りなく，ややガラス質である。 

Ⅶ.４.１.４ 旭岳第４熔岩 

第４熔岩は，旭岳の山頂部付近に分布しているもので，一部は，現在の硫気活動で 

変質しているものがある。ほかの第１～第３熔岩との直接的な関係がないので，山頂 

部にある点から第４熔岩とした。あるいは，第３熔岩より古いものであるかも知れな 

い。 

岩質は，黒色で多少多孔質である。含かんらん石普通輝石しそ輝石安山岩である。 

顕微鏡下では，斑晶は，斜長石，普通輝石，しそ輝石，かんらん石からなっている。 

石基は，ハイアロフィリティック組織をしめしている。 

Ⅶ.４.１.５ 旭岳火山砕屑物 

旭岳山頂から，裾合平にかけて広くおおっているもので，熔岩，スコリアの破砕片 

からなっている。 

Ⅷ 第四紀更新世～現世の地層 

第四紀更新世から現世にかけての堆積物は，主として，図幅の東部にある石狩川に 

そった低地に発達している。この時期に属する地層および堆積物は，第１段丘堆積物， 

白陽平層，第２段丘堆積物，第３段丘堆積物，崖錐堆積物である。これらのうち，第 

２段丘は，石狩川の低地に発達しているが，この地域ではほとんど発達をみないので， 

地質図の記載には省略した。 

Ⅷ.１ 第１段丘堆積物 

第１段丘は，シビナイ川，ヌタックヤンベツ川付近に発達しており，シビナイ川付 

近では，現河床より150mの比高をもつ，面を形成している。一般にユニ石狩熔岩を 

削して発達している。10～5mの層厚を持つ円礫層からなる。この面は，他の面に 

くらべて，傾斜しているとともに，いちじるしく開析されているので，現在は，丘陵 

性の地形をしめしている。 

礫層は，赤色の粗粒砂を基質とし，安山岩礫からなる。 

Ⅷ.２ 白 陽 平 層  

石狩川にそって分布しており，従来，石狩岳地質図幅では三国層，上支湧別地質図 
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第５図 石狩川低地の堆積物  



－ 25 － 

幅では白滝層とされていたものの一部であるが後にのべるように，より新しい地層で 

あるので，白陽平層とした。 

石狩川にそう白陽平付近に，標式的に発達している地層で，シビナイ川付近では， 

堆積物の面の高さは，標高940mで，現河床との比高さは100m±である。ひじょう 

によく面が発達しており，面の発達が広いことと，面の傾斜が少ない点に特徴があ 

る。 

図幅域外ではあるが，この層の面は，大函より2 km上流の左岸では，比高約160 

m（標高880m）である。また，本流ぞいでは，白陽平付近で，比高140m（標高900 

m）であり，全体に，この堆積面は，現河川の勾配よりも小さい。 

白陽平層は，100～150mの層厚をもち，ほぼ水平な地層である。この地層の特徴 

は，石狩川の削による低地で，山間地の堆積物であるのに，シルト，細粒砂など， 

細粒物質が卓越した地層であり，葉理構造がいちじるしく発達していること，また， 

泥炭層をはさんでいることである。このような性格から，一般的な河岸段丘とはこと 

なり，湖成堆積物であると考えられる。 

岩相は，全体として，最下位にうすい礫層をもち，その上位に，礫層をはさむ，厚 

いシルト～砂層，さらに上部に砂層をはさむ礫層からなる，上下変化をもっている。 

このうち細粒なシルトの岩相は，本流では，ユニ石狩川合流点より下流に主に分布し 

ている。支流では，ホロカ石狩川，ユニ石狩川，三角点沢などの沢ぞいに分布してい 

る。これらは，いずれも，白陽平層の下部相を構成するもので，泥炭，亜炭を夾在し 

ている。 

砂相はほぼ全域にみられるが，白陽平より石狩川の上流部では，この地層の基底部 

から上部まで，砂相が発達している。 

礫相は，本流流域では，細粒相の中のはさみとしてみられることが多いが，支流で 

は，むしろ礫相が卓越し，とくに本流より遠ざかるにしたがい，全体に礫相になる。 

とくに，ホロカ石狩川，ヤンベタップ川などの支流ぞいに発達しているものでは，地 

形図にもみられるように，上流部で堆積面がしだいに高くなり，扇状地的性格に漸移 

している。 

以上のように， 

1) 白陽平層は，大函より上流だけに分布しており，これより下流には，みられな 

い。 
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2) ユニ石狩熔岩，粘板岩などを侵して形成された，新しい河川谷にだけ発達し 

ている。 

3) 堆積物の岩相は，ユニ石狩川合流点の下流に細粒物が多く，周辺部は粗粒であ 

る。 

4) 白陽平層は，ほかの段丘面にくらべ，広い面を形成し，面の傾斜は少なく，堆 

積面の高さは，層雲峡熔結凝灰岩の堆積面の高さと一致している。以上の点が特徴と 

してあげられる。このような点から，白滝層あるいは三国層として，構造盆に堆積し 

たものではなく，石狩川の侵で形成された低地にだけに限られた堆積物であり，層 

雲峡熔結凝灰岩による，石狩川の堤止による堆積物と考えられる。 

なお，白陽平層をきって，比高60m前後の第２段丘が石狩川ぞいには発達してい 

るが，この地域では，わずかに発達しているだけである。したがって，地質図では省 

略した。第２段丘は，上流ほど現河床との比高は高くなり，ヌタックヤンベツ川合流 

点付近では，比高60m±となる。 

Ⅷ.３ 第３段丘堆積物 

第３段丘は，あまり広い面積を占めていない。現河床との比高は約15mである。 

比高は，やや高いが，ほとんど変化がないので，新期の段丘と考えられる。主として， 

白陽平層を基盤として，約 3mの厚さをもって堆積している人頭大の円礫～亜円礫か 

らなる。礫は，おもに安山岩礫である。 

Ⅷ.４ 崖錐堆積物 

おもなものは，高根ヶ原の東側にみられるが，これはすでに地形でのべたように厳 

密な意味では，地り堆積物である。また，時期についても，氷地形との関連から 

みると，あるいは更新世末のものとも考えられる。 

Ⅸ 大雪火山群形成史 

大雪火山群としては，トムラウシ岳以北の火山の全体を扱うが，いわゆる大雪山の 

概要については，大雪山地質図幅で説明したので，旭岳図幅地域を中心に全体につい 

てのべる。 

Ⅸ.１ 基盤の問題 

粘板岩は，図幅の東側に広く分布し，石狩岳など標高1,800mをこえる山体を形成 

している。この粘板岩は，図幅の東側にわずかにみられ，北々東から西南へ弧状に分 
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布している。この西側では，新第三紀中新世に属するプロピライトなど，一部には緑 

色凝灰岩相が発達し，これを基盤として，大雪火山群が形成している。大雪山の東縁 

を境として，西側には，ほとんど粘板岩はみられない。大雪山地質図幅でも，ポン安 

足間川で標高600m付近に分布しているだけで，全体に，粘板岩の基盤は沈みこんで 

いる。このような，沈み込んだ地域に，中新世のプロピライトを主とした，火山岩お 

よび火砕流が発達している。これらの分布は，美瑛川上流で標高1,500m，カウンナ 

イ川では1,400m近くまで分布している。したがって，大雪火山群の直接的な基盤 

は，ほぼ1,400～1,500mの高さで，比較的平坦な山稜を基盤として成り立っている。 

一方，南部では，トムラウシ熔結凝灰岩が広く発達している。トムラウシ熔結凝灰 

岩は，すでにのべたように，この分布の東および南縁に，外来岩片を多量にともなう 

岩相が発達している。この熔結凝灰岩は，分布からみても，中心噴火的なものより， 

むしろ裂か型のものではないかと思われる。このような点からみると，外来岩片の多 

い岩相は，これら基盤の構造を反映するもので，粘板岩の沈み込みと，この熔結凝灰 

岩を流出する裂かとの相関関係をしめすものと考えられ，大雪山―十勝岳の弧状の構 

造にほぼ平行した配列を示しているが，なお検討を要する問題である。 

Ⅸ.２ 第 Ⅰ 期
＊

 

大雪火山群の基底を形成する活動は，忠別岳熔岩，高根ヶ原熔岩など一連の熔岩流 

であり，大雪山地質図幅域では，米飯山熔岩などがこれにあたるものである。いずれ 

の熔岩も，それぞれ多少の相異はあるが，概括的にみれば，複輝石安山岩であり，一 

般に板状節理の発達した，いわゆる flat lava 型の熔岩流であり，平坦な山稜地形を形 

成している。 

これらの熔岩流は，広大な面積をおおって発達しており，大雪火山群の基底を形成 

するものである。十勝火山までふくめて，全体的にみると，これらの熔岩流は，北部 

ほど広い面積を占めて発達するとともに，分布する高さも高く，南に向うにしたがい， 

縮小している。 

Ⅸ.３ 第 Ⅱ 期 

この期の活動として，北鎮岳，黒岳をはじめ，古大雪火山の広大な山地の形成があ 

げられ，これに関連し，トムラウシ岳の形成があげられる。 
 
＊ 大雪山地質図幅説明書では，大雪山のみに限って，火山活動期を分けたので，こ  
の説明書における区分とは異なっている。  
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古大雪火山の前駆的な活動として，ヤンベタップ集塊岩に代表される火砕流の活動 

が広く行なわれた。この活動に引きつづき，古大雪熔岩の流出がみられる。古大雪熔 

岩は，すでに大雪山地質図幅においてのべたように，数度におよぶ活動で山体を形成 

した。この時期の後期に，白雲岳，後旭岳などの活動がみられる。これらの活動と同 

時に，南部では，トムラウシ火山の形成が行なわれた。いずれも岩質は全く同じであ 

り，粗粒な角閃石斑晶で特徴づけられるものである。また，古大雪火山においても， 

トムラウシ岳においても，山体の形成後，地形的には不明確であるが，潜在的なカル 

デラの形成で特徴づけられる。古大雪火山では，このカルデラの中心噴火として，古 

大雪熔岩とは異質な新大雪火山の活動に引きつがれるが、これに対してトムラウシで 

は，中心噴火は同質の熔岩によって引きつがれた。 

潜在的なこれらのカルデラの活動にともなう噴出物については，大雪山およびトム 

ラウシ岳のいずれの場合も確認されていない。 

Ⅸ.４ 第 Ⅲ 期 

新大雪火山は，古大雪火山とは，岩質も異なり，典型的な成層火山である。古大雪 

火山のカルデラのほぼ中央に位置し，山体形成後多量の熔結凝灰岩を噴出した。この 

熔結凝灰岩は，すでに大雪山地質図幅でのべたように，石狩川，忠別川，ピウケナイ 

川の３方向に流出した。この図幅では，忠別川およびピウケナイ川に流下した一部が 

みられる。 

層雲峡熔結凝灰岩は，すでに指摘しているように，白雲岳では，前駆的な活動とし 

ての降下軽石を山頂に堆積しているのに対し，熔結凝灰岩の堆積はみられないので， 

古大雪火山の相対的に低い部分で，山腹をほこうするように流下したと考えられる。 

層雲峡熔結凝灰岩は，川岸段丘との関連より，更新世末と考えられるので，大雪火山 

群の主要な山体の形成は，更新世末には終っていたと考えられる。 

Ⅸ.５ 第 Ⅳ 期 

この時期の代表的な活動は，旭岳火山の形成である。旭岳火山の形成初期に，新大 

雪火山の西南に熊ヶ岳火山が作られ，また南部では，トムラウシ第３熔岩の活動によ 

り，トムラウシ岳が形成された。トムラウシ岳については，直接時期をきめる資料が 

ないので，第１，第２熔岩との関連で一応この時期に設定したが，第Ⅲ期の活動の可 

能性もある。 

旭岳火山は，典型的な成層火山であり，今なお，硫気活動を継続しているものであ 



－ 29 － 

る。 

Ⅹ 氷地形および周氷河地形 

大雪山地質図幅でのべたように，大雪山の多くの山が，層雲峡熔結凝灰岩との関連 

からみると，更新世末には，すでに形成されていたと考えられる。このことは，大雪 

山の標高からみて，この地域に氷地形や周氷河地形がある可能性をしめしている。 

このような点から，大雪山系の地形について，再検討すると，氷地形として考えら 

れる地形が各所にみられる。これらの氷地形および周氷河地形とみられる，各種の 

地形の代表的なものの分布をしめすと，第６図のようになる。 

水の凍結，融解が侵作用の主要な営力となる，周氷河的条件の第一は，気候条件 

である。これらの気候的条件をしめる一つの指標として，森林限界以上の高度である 

ことがあげられている。大雪山系では，標高1,600m以上は，森林限界に入り，一応 

この条件は満たされているが，さらにほかの地域の中緯度山地において，凍結と融解と 

の交替が行なわれているシュニーコッペ
1）

，ゾンブリック
2）

，ツークスピッツ
3）

などでは， 

第２表のようである。 

第２表  

 

 

 

 

 

大雪山地域では，山頂部で観測が行なわれていないため，直接山頂部の気候条件を 

知ることはできない。札幌と稚内では，高層気象の資料があり，札幌，旭川，稚内の 

各気象台における，地上観測の各月別平均をまとめると，１，２月をのぞいて，旭川の 

気候条件は，比較的札幌に類似している。したがって，札幌，旭川の高層気象資料か 

ら大雪山の山頂部の気候条件を推定することができる。高層気象資料より1,300m 

および1,800mの気温を求めると，第３表のようになる。 

 
1) シュニーコッペ(Schneekoppe)，ポーランドとチェコスロバキアとの国境1,603m 
2) ゾンブリック（Sonnblick)，オーストリア 
3) ツークスピッツ（Zngspitze)，オーストリアとドイツとの国境，2,968m 
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第３表  

 

 

 

 

 

 

このような，気候条件からみると，他の地域に比較して，寒暖の差は大きいが，周 

氷河地形の形成に，凍結と融解の営力が支配的であるとすれば，0ﾟ以下の気候条件の 

あり方が問題になるであろう。この点からみると，シュニーコッペより，最寒月の温 

度，年平均も低く，ゾンブリックなどとの中間値に近い気候条件である。また，最低 

温度についてみると，札幌の1,800mでは，６月に－1.0℃，９月に－3.4℃，稚内 

の1,800mでは，６月に－3.7℃，９月に－3.4℃がそれぞれ記録されている。この 

点，大雪山地域でも，９月～６月の期間には，部分的な凍結融解のくりかえされる時 

期と考えられる。しかし，大雪山地域が多雪地帯であることを考慮すると，降雪期に 

は，実際の地表温度は，この温度より高いことが推定されるので，現在の気温条件が， 

そのまま周氷河地形を形成する営力と結びつくかどうかは，さらに検討する必要があ 

るが，その営力の程度は別に，一応（少なくとも1,800m以上の高度では）現在も周 

氷河的気候条件下におかれていると考えても大きな間違いはないと思われる。したが 

って，更新世末には，確実に周氷河的気候条件下にあり，後にのべる各種の地形の多 

くのものは，当時形成されたものと考えることができる。 

Ⅹ.１ カ ー ル 

カール地形の代表的なものについてのべる。 

黄金ヶ原付近には，少なくとも，２ヶ所にみられ，いずれも黄金ヶ原の稜線の南側 

に発達している。一見，南に口を開いた馬蹄形の凹地を形成しているが，よく観察す 

ると，いずれも東南方向に口を開いている。西側の小型のものでは，カール壁は約60 

mであり，カール底の先端部に舌状にモレーンをともなっている。東側のものは，カ 

ール壁は60～80mであり，カール底には，何段かの堆積物が観察される。これらの何 

段かの堆積物は，少なくとも３群に分けることができる。第１群は，カール壁とカー 

ル底の境付近に，やや雁行状にならぶもので，大きな岩塊からなり，その背後には， 
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第７図 黄金ヶ原カール  

 

 

 

 

 

第８図 黄金ヶ原のカールおよびモレーン  

 

 

 

 

 

 

 

第９図 黄金ヶ原カールおよびモレーン  

小さな沼をもつ。この第１群は，カール形成後に，崩壊した岩塊の可能性がある。第 

Ⅱ群は，この下部に，数mの高さで小丘をつくり，カール壁に向う方はやや急な斜面 

で，前面はゆるい傾斜で，周辺部から，中心部に舌状にのびている。第Ⅲ群は，さら 

に下部に，舌状にのび，その中央部近くで，現河川で２分されている。いずれも這松 
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第10図 忠別岳付近のカール  

におおわれていて，堆積物を十分に観察することはできないが，主として20～30cm 

大の角礫と黄色の粘土で構成されている。 

化雲岳付近のものでは，カール壁から約100mはなれた所に，角礫を主とした堆積 

物が２段に分かれて観察される。また，1,940m峯の北東部では，カール壁が２段に 

分かれて発達している。 

忠別岳の南西には，小型であり，カール壁も30m位であるが，比較的よく保存さ 

れた地形がのこされている。 

また，忠別岳の北西にもみられ，ここでは，カール壁はやや不明瞭である。一種の 

岩石氷河に類似した形態である。氷堆積物は，細粒物質をともなわない，粗大な岩 

塊からなっている。カール底の先端部で，ややもり上がった，岩塊の小丘を形成し， 

この小丘から連続し，ほそい舌状の形態で，さらに下部に200mにわたって流下して 

いる。この堆積物では，淘汰作用はとくにみられず，粗大な岩塊が乱雑に堆積してい 

る。周辺より，やや高く，堤状をなしている。さらに，この下部に馬蹄形状に同種の 

堆積物が小丘をなしている。 

高根ヶ原の東側の場合は，断層にともなう地り滑落崖に発達しているもので，カ 

ール壁は直線に近く，浅い。また，堆積物の多くは流失しているが，急崖にわずかに， 
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ひっかかるようにのこり，細粒物質はほとんど流失しているが，のこされた堆積物の 

上面のわずかな平坦部に多角形土が発達している場合もある。 

白雲岳付近のものについては，すでに記載したが，カール壁はいちじるしく侵さ 

れている。堆積物は，２段に分かれ，白雲小屋の建っている小丘と，この下部に広く 

発達しているものとに分けられる。下部のものは，ヤンベタップ川源流に，舌状には 

り出しており，流水により細粒物質は流失し，あたかも岩石氷河のような地形を呈し 

ている。 

このほか，図幅西部の硫黄沼付近や小化雲岳の北方にも，類似した地形が発達して 

いる。 

このような氷地形あるいは類似した地形の分布を全体的にみると，カール底の高 

さは標高1,600m以上にそろう。硫黄沼および小化雲岳北方のものでは，やや低く， 

標高1,500mの高さとなる。このように，一定の標高にそろうことは，気候的要因に 

支配された地形であることをしめしている。 

一方，このような地形の分布する地域は，すべて，大雪火山群の第Ⅱ期以前の岩石 

地域にかぎられており，とくに規模の大きいものは，第Ⅰ期の熔岩流地域に多く分布 

している。また，標高から判断すれば，分布可能な地域に入る旭岳の山体，新大雪火 

山の山体には，類似した地形は全くみられない。このような地形の形成には，積雪量 

が一定の役割を果たすものであるが，現在，旭岳と後旭岳の鞍部付近では，ほぼ万年 

雪に近い残雪がみられる点，他の地域と積雪量の違いを推定することはできない。 

以上のように，地理的，地質的分布からみると，少なくとも大雪火山の第Ⅲ期以前 

に形成されたものである点，氷期に形成された地形とみるのが妥当である。 

Ⅹ.２ 表 層 地 形  

ここに，周氷河的気候条件下に形成されたと考えられる表層地形としてあげるもの 

は，現在なお生成しつつあるものと，化石化したものがふくまれている。これらの区 

別は，長期的な観察，気候条件の精査を必要とするので，十分に解明するにはいたっ 

ていない。しかし，大まかにみて，先にも気候条件をあげたように，現在は，積雪量 

が多い点，冬期に地中への凍結の侵入は，あまり深層までは達していない。とくに， 

夏季における融雪，降雨量の多い点，これらの流水の営力が現在では支配的であると 

考えられる。現在なお継続的に，形成されているものは，雪による削作用やごく表 

層における凍結，融解にともなうものに限られているであろう。 
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表層の地形には，各種のものがみられるが，現在，これらの地形の発生論的な分類 

は十分にはなされていないし，名称も不統一である。とくに日本では記載もほとんど 

行なわれていない。大雪山地域におけるこれらの地形の分布については第６図にしめ 

した。この分布は，氷地形の分布とほぼ一致し，いずれも，標高1,600m以上にか 

ぎられて分布している。この点は，多くのものが，氷期に形成されたことを裏付けて 

いるものと考えられる。 

大雪地域にみられるものは，幾何学的な形態をしめすものとして，多角形土（いわ 

ゆる構造土，環状砂礫)，条線砂礫などがふくまれ，幾何学的な形態をしめさない，無 

定形土として，小塚土，斜面に発達する階段状をした地形として，流土階段（階段状 

砂礫，芝草階段）比較的平坦な地形として，砕石原，舗石，また，ゆるい斜面地形と 

して，雪田雪地形などがあげられる。 

Ⅹ.２.１ 多角形土  

一般に構造土と称されているもので，構成物質，構造によって，いろいろな形態を 

しめしている。大雪山地域で，しばしば観察されるものは，通常多角形土，礫質多角 

形土が多い。 

通常多角形土の代表的なものとしては，トムラウシのヒサゴ沼の西方，1,848m付 

近の窪地に発達している。 

この窪地は，直径100m位のほほ円形に近い窪地で，周辺は，這松，ナナカマドの 

植生におおわれ，中心部は裸地になっている。這松から裸地の間は，チングルマを主 

とした，草本科の植生におおわれている。中心部の裸地は，例年８月初旬までは湛水 

している。小さな段が２段発達しており，最大湛水面以上の所にしか這松は生えてい 

ない。したがって，ここでは，多角形土の形成されているのは，融雪期に一時期湛水 

下に入るか，ひじょうに湿じゅんな条件下におかれている。周辺部から中心に向かっ 

てゆるく傾斜し，周辺部では条線砂礫との漸移型がみられる。一般的に，多角形土は， 

中心部に向かうにしたがい，大きくなり，3mにおよぶものがあり，構成する礫も大 

きくなる。とくに多角形土と多角形土の交点にあたるところでは50cm大におよぶ 

礫もみられる。中心部のおそくまで湛水しているところには，不規則に，大きな礫が 

あり，多角形土の発達がそがいされている。 

ここの多角形土は，一般に 1m前後の大きさで，直径10～20cm大の礫が，１～２ 

列並んで配列し，それにそって数cmの礫が並び，環状部を形成し，ほぼ六角形に近 
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第11図 トムラウシの多角形土  

い形態をとっている。環状部は，粗大な礫で細粒物質はなく，ややくぼみ，中央部は 

細粒物質でやや高く盛りあがっている。 

ヒサゴ沼の場合，沼の周辺は植生におおわれていて，観察できない。沼の中に，多 

角形土が発達しているが，水深30cm以上のところでは，みられず，あとからのべる 

舗石に漸移している。 

この２つの例は湛水地に発達しているものであるが，湛水地以外にも発達している。 

五色岳と忠別岳鞍部，忠別岳北側，高根ヶ原等にみられる。 

いずれの場合も，礫からシルトまでの不均一な物質で構成されているところで，稜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12図 トムラウシの多角形土  
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第13図 トムラウシの多角形土  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第14図 通常多角形土  

線部に発達している場合でも，環状部の礫質以外のところを歩くと，もぐりこむよう 

に，水が十分に供給されている条件下に形成されている。 

これに対して，礫質多角形土の場合は，すべて礫で構成されている。高根ヶ原でこ 

の例はしばしば観察される。ここでは，板状節理の発達した熔岩で構成されていて， 

細粒物質はともなわない。周辺の環状物は比較的大きな礫からなり，環状部に向かう 

にしたがい，片状の礫が，だんだん立ち，環状物の中心部では，ほぼ垂直に立ち，ク 

サビ状にめりこんでいる。中心部では，礫が水平に散在している。このように環状に 

なっている場合と，礫が中心部で垂直に立っていて，周辺部にしだいに平になる場合 
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第15図 礫質多角形土  

があり，一見バラ石のような形態をしめすものとがある。礫質多角形土と通常多角形 

土とは漸移している。環状部で，扁平な礫が立って配列することは，多角形土の形成 

にあたって，対流現象をともなうことをしめす一例である。 

このような大型の多角形土が，渡り石によって分割される例や，多角形土中に，直 

径10～20cm程度の小型の多角形土で，再分割されているものもある。このような小 

型のものは，現在形成されつつあるものの可能性がある。 

Ⅹ.２.２ 条線砂礫  

条線砂礫は，前記の多角形土が平坦地に発達するのに対して，斜面に発達したもの 

で，多角形土を形成する淘汰作用とともに，直接的に重力の淘汰作用を受けて形成し 

たものである。 

五色岳と忠別岳の鞍部では，幅10～20cmで数cmの大きさの礫が，斜面の最大傾 

斜方向にそって並び，数mもつらなっている。一般に，礫は長径を垂直方向に立てて 

２～３列に並んでいる。このような粗粒物質の間は，細粒物で充塡されていなく，間 

が多い。周辺より，ややくぼみ，夏期には自然排水路となるので水の営力も一部では 

くわわる。 

条線砂礫は，通常多角形土と漸移している。勾配5ﾟ前後の傾斜面になると，多角形 

土は，規則性をうしない，六角形状から細長い短形に変じ，斜面方向にのび，引きち 

ぎられて，条線砂礫に漸移している。しかし，大雪山地質図幅においてものべたよう 

に，細粒物質の少ないところでは，10ﾟ前後の傾斜地でも，通常多角形土が安定して 
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形成される場合がある。 

このように条線砂礫は，通常多角形土の分布地域には，漸移形としてともなってい 

る。 

Ⅹ.２.３ 流土階段  

流土階段については，すでに大雪山地質図幅で形態の概略を記載した。流土階段は， 

斜面に形成され，前面に急な崖を持ち，その背後に平坦面を有することで特徴づけら 

れる。 

急な崖を作る部分は，粗粒な礫からなり，平坦面は，細粒物質が多い。前面の崖は 

植生におおわれ，現在では物質の移動がとめられている。前面をおおう植生は，ミネ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第16図 流 土 階 段  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第17図 流 土 階 段  
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ズオウ，ツガザクラのたぐいが多い。平坦面は，一般に裸地で，この面上に多角形土 

を形成している場合が多くみられる。 

斜面のゆるいところでは，崖は低く，平坦面が広く発達するが，急な斜面では，崖 

の高さが，70～100cmにもおよぶものがあり，平坦面はせまい。このような場合で 

は，平坦面上を植生でおおっており，わずかな裸地を露呈している場合もある。この 

ようなところでは，あたかも，植生がはぎとられ，裸地を露呈したかのように観察さ 

れるところもあり，植生におおわれながらも，なお移動しているかのようにも観察さ 

れる。 

流土階段は，高根ヶ原，忠別岳，化雲岳，トムラウシなどによく発達している。 

Ⅹ.２.４ 舗   石 

ここに舗石としたものは，砕石原とはことなり，同じように礫で構成されてはいる 

が，砕石原では，礫が乱雑に堆積しているのに対し，礫の堆積した上面の高さが，ほ 

ぼ一定にそろい，敷石をしきつめたように配列しているものである。舗石では，礫と 

礫の間を細粒物質が埋めている場合が多い。 

舗石の発達しているところは，沢がかった窪地が多く，８月頃まで，多量に残雪が 

みられるところから，一種の雪地形と考えられ，現在なお形成されつつある地形の 

一つである。おそらく，雪の圧力と，わずかな移動により，コロイド状態の細粒物質 

中に礫が埋没し，上面の高さがならされ，水平になるものと考えられる。 

白雲岳の北側，ヒサゴ沼にはその典型的なものがみられる。ヒサゴ沼のものは，現 

在あまり長くまで残雪におおわれていないことと，多角形土に漸移する点，化石化し 

たものである可能性がある。また，トムラウシの北部では，細粒物質が洗い出されて 

おり，砕石原と漸移するものもみられる。このほか，トムラウシ岳周辺には，砕石原 

も多く観察される。 

Ⅹ.２.５ 雪田雪蝕地形
＊

 

大雪山地域には，ゆるい斜面地形がよく発達しているが，これらの斜面地形につい 

ては，あまり観察されていない。これらの斜面地形のうち，ほかの地形ときわだって 

特徴のある，スプーン状のコンベックス・カーブをえがく，広い緩斜面地形が発達し 

ている。この斜面の上部は，やや急なコブ状になり，上部の斜面に続いている。明瞭 

 
＊ とくに名称がないので，雪田雪蝕地形と仮称した。  



－ 40 － 

な崖はあまり作っていないが，半月状に弧状につらなり，両端は斜面に漸移してい 

る，斜面が急な場合ほど，上部の崖は，一般的に明瞭になる。この斜面地形のところ 

は，ほかの斜面とことなり，小沢の発達がほとんどなく，水の営力による侵作用で 

形成されたものではないことをしめしている。 

多くの場合，このような地形のところには，夏季にも，厚い残雪が残っている場合 

があるので，大規模な雪田の移動にともなう侵作用で作られたものと考えられる。 

このような斜面には，イワブキ，キンポウゲなど草本科の植生が多い。この点，すで 

に植生におおわれているので，現在の雪田そのものの侵作用は，微弱なもので，氷 

期に形成されたものである可能性が多い。 

黄金ヶ原，化雲岳東南部などの斜面によく発達している。黄金ヶ原では，比較的残 

雪は少なく，上部の崖状部は，２段みられる。この点，氷期の時期をしめしていると 

考えられる。化雲岳東南部のものでは，残雪が多く，上部の崖も比較的明瞭である。 

末端部では，舗石に連続している。 

Ⅺ 応用地質 

Ⅺ.１ 金属非金属鉱床 

この地域で鉱床としてあげられるものは，カウンナイ川中流にある，銅・鉛・亜鉛 

鉱床と，旭岳の爆裂火口付近の硫黄鉱床があるがいずれも，現在は稼行されていない。 

Ⅺ.１.１ 銅・鉛・亜鉛鉱床 

カウンナイ川下流から中流にかけて，カウンナイ・プロピライトを母岩とした鉱化 

変質がある。これらは，標式的な浅熱水性鉱床で，カウンナイ川下流付近で，N20ﾟ  

～40ﾟW，70ﾟ～80ﾟNE方向の銅・鉛・亜鉛石英脈が，数条みとめられる。これらは， 

幅20cm前後で，石英脈中に銅・鉛・亜鉛の散点する程度で稼行の対象とはならない。 

これらの母岩変質は，いずれも石英―絹雲母変質帯を石英脈ぎわにともなうが，幅 

はせまく，連続性にとぼしいため下部の探鉱の必要性はないであろう。 

さらに，カウンナイ川中流付近では，石英―絹雲母変質帯あるいは，粘土化をとも 

なう石英―絹雲母変質帯が，かなりの幅で露出している箇所が数箇所みとめられる。 

これらには，0.5～1.5cm程度の鉛･亜鉛をともなう黄鉄鉱石英脈がみとめられる。こ 

れらの黄鉄鉱石英脈は，明らかな鉱脈のを形つくるものがなく，いずれも 1m程度 

で尖滅し，石英脈だけとなる。また，石英―絹雲母変質帯もNW方向のかなりの幅を 
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もつが，W方向には，露出状況が悪く，さらにE方向には，大雪火山噴出物におおわ 

れるため，連続性を追跡することはできない。 

カウンナイ川中流付近には，大正初期に発見された，国光鉱山の廃坑が，数箇所み 

られる。これらの坑道は，いずれも崩壊し，脈形態の観察はできなかったが，従来の 

報文からみると，次のようである。 

鉱脈は，マンガン重石をともなう，浅熱水性銅･鉛･亜鉛･黄鉄鉱石英脈である。鉱脈は 

N60ﾟ～80ﾟWの走向をもち，80ﾟ前後NEあるいは，SWの落しをもち，80m～160 

m程度の探鉱が行なわれている。鉱石の品位は，An 0.3 g/t，Ag 50 g/t，Cu 0.4％， 

Pb 1.6％，Zn 3.25％の平均位で，一部富鉱部で Cu 3～4％を産したといわれている。 

マンガン重石は，この脈の石英に富む部分に長さ数cmないし，数mmの薄板状をな 

し，石英脈の盤ぎわに近い部分，あるいは石英脈中に捕獲された，変朽安山岩片の周 

縁にそって配列しているもようである。 

Ⅺ.１.２ 硫黄鉱床  

旭岳の火口に胚胎するもので，現在は休山中である。資料によると，鉱床は旭岳の 

北西―西側山腹にみられる硫気活動にともなって生成されている昇華硫黄鉱床で，主 

要なものは，爆裂火口内の姿見の池から東方に賦存し，東西方向に 1km，南北に250 

mの間に点在している。この硫気活動は，西側から漸次弱まっている。 

昭和19年採掘権が設定され，昭和26年，32年に一部採掘され，また煙道をもう 

け，火口硫黄の採掘が試みられたが，現在は休山中である。 

Ⅺ.２ 温   泉 

この図幅域には，多くの温泉があるが利用されているものは，西部の湧駒別温泉， 

天人峡温泉と東部のヤンベタップ川中流の高原温泉だけである。このほか，ヤンベタ 

ップ上流で高根ヶ原の東側および南部のトムラウシ上流に多数の温泉があるが，いず 

れも交通は不便であり，調査も十分に行なわれていなく，未利用のままである。 

Ⅺ.２.１ 天人峡温泉 

この地域で，最も古くから利用されている温泉で，昔は松山温泉と呼ばれていた。 

忠別川の右岸にそって，約300mの区間に10数ヶ所の湧出孔がある。崖錐堆積物 

中から湧出しているが，おそらく，基盤のカウンナイプロピライトの裂か中から湧出 

するものと考えられる。泉温は49ﾟ～45ﾟCである。 

分析値は第４表のようで，含重曹石膏泉に属する。 
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第18図 天人峡および湧駒別温泉分布図  

第４表 天人峡温泉分析値  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅺ1.２.２ 湧駒別温泉 

旭岳の南西にあたり，標高1,300m付近から900m付近まで，数ヵ所にわたって湧 

出している。旭岳熔岩中から湧出しているものである。泉温は，湧駒別温泉のある付 

近が，もっとも高く，50ﾟ～43ﾟC内外で，熊ノ沢上流，湧駒別川上流，1,300m付近 

のものでは，40ﾟ～30ﾟCで低い。また，双見沢上流では，泥マンガンが広く沈澱し 

ている。 

分析値は第５表のようである。 

Ⅺ.２.３ 高原温泉および周辺の温泉 

ヤンベタップ川の左岸，ユスミの沢に高温な温泉が数ヵ所にわたって湧出している。 
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第５表 湧駒別温泉分析値  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第19図 高原温泉周辺の温泉分布図  

中でも，直径 4m，深さ 2mほどの円形の湯つぼを形成して，多量に間歇的に湧出し 

ているもの（No.1）もあり，88℃～60.2℃の温泉（No.2，3）がみられる。 

高原温泉の上流で，ヤンベタップ川二股から約600m上流部にも多数の湧出孔があ 

り，周辺はいちじるしく温泉粘土化し，地獄を形成している。(No.4）また，この周 

辺の川中にも湧出し57℃，12.3℃のものがある（No.5，6)。さらに，上流の雪壁の 

沢では，崖にある孔から多量に噴出しているが，この温泉の上には蒸気徴候もみられ 
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る。この温泉は，上部の残雪がなくなると，湯量は急激に減少するので，ごく表面に 

近いところで加熱されているものと思われる（No.7)。また，地りによる崖錐中に 

つくられた，湯沼では，沼の中に湧出しているので正確な温度はわからないが，湧出 

孔で12.4℃のものがみられる（No.8)。このほか，稜線をこえた，北側のエイコの 

沢では，泉温13.3℃の鉱泉がみられる（No.9)。 

これらの分析値は第６表のようである。 

第６表 高原温泉および周辺の温泉分析値  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅺ.２.４ トムラウシ温泉群 

トムラウシ川上流部に発達しているもので，通称地獄谷と称されている。ここでは， 

第21図のように，直径30m前後の窪地を形成し，数ヵ所から湧出している。90℃を 
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第20図 トムラウシ地区の温泉分布図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第21図 トムラウシ地獄付近の温泉分布図  

こえるものが多く，蒸気徴候がいちじるしい。この地嶽谷から，トムラウシ川右股に 

そって，約 2kmの間に多数の徴候がみられ，上流部でも，それぞれ地嶽を形成して 
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第22図 トムラウシ地獄谷の湧出口  

いる。その一つは，新岳温泉と称されている。また，この東側の稜線をこえた付近に 

もある。いずれも90℃をこえる高温泉である。これらの温泉はいずれも，トムラウ 

シ熔結凝灰岩中から湧出し，ほぼ断層にそって湧出している。これらの温泉について 

は，まだ十分な資料はないが，その一部は，次のとおりである。 

第７表 トムラウシ地獄谷周辺の温泉分析値  
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Résumé 

 

The area of Asahidake sheet map i s s i tuated in l a t i tude 40ﾟ 
30′―43ﾟ40′N. and longitude 142ﾟ50′―143ﾟ00′E., and is located in 
the Daise t su Nat iona l park and be longs t o Kamikawa town, Higa-  
sh ikawa town, Bie i town and Shintoku town i n Hokka idō.   The  
Daise t su volcanic group i s i nc luded i n th i s shee t map and the  
ne ighbour ing Daise tzu shee t map.  

Topography  

Topographica l ly the a rea i s div ided i n to t he Daise t su volcanic  
g roup and the i r basements which a re di s t r ibuted i n t he eas te rn  
and western par t s.   The basement in t he eas te rn par t i s mainly  
composed of t he s la t e and base many r agged mounta in r anges  
pera l l e l t o the s t ruc tu re of t he s la te.   The we stern basement  
composed mainly of the propy l i t e shows s t eep mounta in.   The 
Daisetsu volcanoes are comprise topographical ly the broad, re lat i-  
vely flat plains composed of basal lava flows, domeshaped mounta-  
i n s such as Hakuun-dake and Tomuraush i, made of very viscous  
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l avas, and typ ica l s t ra t i f ied volcanoes such as Asahi-dake.  
In addi t ion, low f la t plane i s developed along the Ishikar i r iver  

in t he nor theas te rn par t.  
Geology  

The geo logy of th i s a rea i s composed l a rge ly of Pre-Ter t i a ry  
Hidaka Group, Miocene volcanic rocks and sediment s, and many  
l ava f lows of the Daise t su volcanic group which cover t he above  
ment ioned format ions.   In add i t ion, Quate rnary sediments are  
a l so presen t.  

P re-Ter t i a ry fo rmat ion i s represen ted by t he s la te of t he l o-  
wer Hidaka Format ion be longing t o t he Hidaka Group.  

The Miocene fo rmat ions compri se t he Kaunna i propy l i te and 
Yanbe tappu Format ion.  The Kaunna i propy l i te which i s exten-  
s ive ly dis t r ibu ted in t he weste rn par t of t he a rea i s a kind of  
composi t e i gneous body, be ing composed of rhyol i t i c and basa l t i c  
p ropy l i t e s. In some places both holocrys ta l l ine f ac ies and green  
tu f f a re assoc ia ted with t hem.  

The Yanbe tappu Format ion i s l a rge ly composed of l a t e red,  
pa le green welded tuffs, and i s covered by normal deposi ts compo-  
sed of t he sandstons i n t he upper hor izon.  

The Pl iocene Format ions inc lude t he Tomuraush i welded tu f f  
and t he Uni- I sh ikar i l avas. The Tomutaushi welded tu f f, compo-  
sed of rhyoli t ic welded tuff covered by tuffaceous sandstone, i s  
well-developed in this area as well as in the adjoining area of the 
shee t map of t he uppers t ream of the Tokachi River.  The Uni-  
I sh ikar i l ava composed of the hypers thene augi te andesi te i s de-  
ve loped i n the eas te rn par t of t he area.  

The other volcanic rocks compr i se the l ava f lows re la t ed to  
the fo rmat ion of t he Daise t su volcanic group and can be grouped  
in to t he fo l lowing s t ages.  
Ⅰ )  The s tage of the format ion of the basement of t he Dai-  

s e t su volcanic group.  
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Ⅱ)  The stage of the formation of the Older Daisetsu Volcano.  
Ⅲ)  The stage of the formation of the Younger Daisetsu Vo-  

lcano.  
Ⅳ)  The stage of the formation of the Asahi-dake volcano.  

Of these theⅠ stage belongs to the Pleo-Pleistocene, and the  Ⅳ st- 
age be longs t o the Holocene.  The l avas of t heⅠ s tage inc lude  
the Bie i lower l ava, Koganegahara lower l ava, Numanohara l ava,  
Midoridake lower lava, Kaundake lava, Ponchūbetsu lava, Kogane-  
gahara lava, Chūbetsu-dake lava, and Takanegahara lava, al l of  
which a re two pyroxene andes i t e s, somt imes wish wel l-deve loped  
p la ty j o in t.  They are charac te r ized by t he i r extens ive dis t r i-  
bu t ion, fo rming f l a t l ava pla t forms, and a re of t he so-ca l l ed f la t  
l ava type.  

TheⅡ stage includes the Older Daisetsu lava, Usiro-Asahidake 
lava, Hakuundake lava, Tomuraushi Ⅰ st lave and Ⅱ nd lava, all  
o f which belong to t he hornblende hypers thene aug i t e andesi t es  
wi th coarse-gra ined phenocrys t s.  

The Ⅲ  s tage volcan ics i s represented by the Sounkyo welded  
tuff, hypersthene augite andesi t ic in composi t ion. I ts geologic age 
i s t he l a te Ple i s tocene.  

In add i t ion the f i r s t t e r race depos i t s, t he Hakuyōda i ra fo rma-  
t ion, and t he th i rd t e r race depos i t s, a l l of which are Ple i s tocene  
o r Holocene i n age, a re developed i n the low l and a long t he I sh i-  
ka r i River.  

Glac ia l and Per ig lac ia l Topography  
Ci rques due t o t he glac ia l e ross ion a re deve loped i n t he Ko-  

ganegahara, Kaundake, Chūbetsu-dake and Takanegahara, and the-  
i r a l t i tude i s higher t han 1 ,100 m above t he sea l eve l.  

Pe r ig lac ia l topography inc ludes polygonal so i l s s t r i a t ion so i l s  
and stone pavements, all of which are also distributed in the al-  
t iude.  

Economic geo logy  
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An epithermal deposit of copper, lead and zinc is found in the 
m i d s t r e a m of t he Kau nna i Riv e r.   A n e x p l i t a t i on wa s t r i e d  
once, but the deposi t was abandoned owing to i t s poor qua l i ty.  
The mining of su l fur which was t he impor tan t non-meta l i c depo-  
s i t s in t he cra te r of Asahidake been di scon t inued.  

H o t s p r i n g s a r e a b o n d a n t i n t h i s d i s t r i c t,  a n d m a n y o f  
them a re used fo r ba th ing, such as Tenninkyō, Yūkomanbetsu,  
and Kogen spas.  Hot spr ings which i s sue f rom t he upst reams  
o f Yambetappu and Tomuraush i r ive r s have not been ut i l i zed.  
Espec ia l ly a long the ups t ream of Tomuraush i r ive r, hot spr ings  
h igher 90℃  are di s t r ibuted fo r t he dis tance of abou t 2 km, and  
much s team i s coming out.  
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